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がスタ  ートします
生涯活躍のまちの推進
定住・移住施策の推進

重点施策１

安全安心に暮らせるまち
住民生活の基盤整備

重点施策２

観光の振興・強化
 （漁業・農業・商工業）

重点施策３

後
期
基
本
計
画
策
定
の
趣
旨

　

御
宿
町
総
合
計
画
は
町
が
実
施

す
る
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性
を

示
す
町
政
全
般
に
関
す
る
最
上
位

の
計
画
で
す
。

　

前
期
基
本
計
画
（
平
成
二
十
五

年
度
～
二
十
九
年
度
）
で
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
町
の
利
点
で
あ
る
住

民
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
協
働
に
よ
る
『
笑
顔

と
夢
が
膨
ら
む
ま
ち
』
の
実
現
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
「
人
口
減
少
問
題
と

地
域
経
済
縮
小
の
克
服
」
、
「
ま

ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
の
創
生
と
好

循
環
の
確
立
」
を
目
指
し
た
地
方

創
生
の
考
え
方
が
国
か
ら
示
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
町
総
合
計

画
を
基
本
に
地
方
創
生
に
資
す
る

事
業
を
取
り
ま
と
め
、
各
種
事
業

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
二
十
九
年

度
を
も
っ
て
前
期
基
本
計
画
の
計

画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

取
組
事
業
の
進
捗
を
踏
ま
え
つ
つ

新
た
な
五
年
間
を
見
据
え
た
後
期

基
本
計
画
（
平
成
三
十
年
度
～
三

十
四
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
地
方
創

住民の笑顔と夢が膨らむまち
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年　度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

基本構想

基本計画

アクション
プラン

御宿町総合計画の期間

住んでよかったと思う特色あるまちづくり

平成30年度から がスタ  ートします後期基本計画
　平成３０年度から御宿町総合計画後期基本計画（平成３０年度から３４年度）が
スタートします。
　後期基本計画では、地方創生における考え方や新たな地域課題を踏まえ、前期
基本計画と同様にまちづくりを推進しますが、特に重要な取組みを３つの重点施策
に位置づけ、分野別施策にとらわれない効果的な事業展開を図ることにしました。

生
に
関
す
る
考
え
方
を
踏
ま
え
、

前
期
基
本
計
画
と
同
様
に
10
の
ち

か
ら
ご
と
に
事
業
を
整
理
し
推
進

し
ま
す
が
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
重
要
な
取
組
み
を
三
つ

の
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
、
分
野

別
施
策
に
と
ら
わ
れ
な
い
事
業
展

開
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第５次総合
計画策定準備

基　本　構　想

前期基本計画

前期アクションプラン 後期アクションプラン

後期基本計画
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３．財産を活かすちから

・空き家・空き地の有効活用
・町都市計画事業
・樹木総合管理方針の策定
・地図混乱地域の測量　など

・青年就農給付金事業
・中山間総合整備事業
・農地・水保全管理活動支援事業
・有害鳥獣対策事業　など

・近隣市町による連携事業
・観光客受入体制の充実
（プール、記念館、公衆トイレ修繕）　など

・文化財の継続的な維持・補修
・ミヤコタナゴ保護増殖事業
・海と山の子交流事業
・国際交流事業　など

４．育み支え合うちから

・安心生活事業（避難支援）
・福祉ボランティア活動の充実
・児童遊園の整備（集約・更新）検討
・高齢者の生きがいづくり事業
・シルバー人材バンク推進事業　など

・タブレットPC環境整備事業
・外国人指導助手（ALT）配置事業
・地域に密着した体験学習の充実
・修学旅行費用補助・入学準備金補助
・遊具等の計画的な整備　など

５．次代を担うちから

８．生活基盤を向上させる  ちから ６．文化を継承するちから

９．魅せる観光のちから１０．賑わいを生むちから

・防災行政無線デジタル整備事業
・消防施設整備事業
・町道0108号線道路改良事業
・清掃センター大規模修繕事業
・堺川生活排水処理施設修繕事業
・道路インフラ長寿命化修繕事業
・公営住宅修繕事業
・公民館修繕事業
・社会体育施設（BG)修繕事業
・御宿小学校修繕事業（校舎・体育館）
・学校給食共同調理場整備事業
・御宿小・中学校施設整備事業
・庁舎管理事業
・岩和田児童館解体
・旧火葬場解体
・岩和田団地解体

・観光ビジョンの策定
・中央海岸公衆トイレの整備
・砂丘橋の大規模修繕事業
・月の沙漠通り照明再整備事業
・漁業資源の保護・増殖事業

安全安心に暮らせるまち、 住民生活の基盤整備 観光の振興・強化（漁業・農業・商工業）
重点施策３



後期基本計画アクションプラン（抜粋）
　後期基本計画の具体的な取組みである後期アクションプランを、重点施策と分野別の柱で
ある１０のちからで取り組む事業をご紹介します。
　町の財政状況に応じて、事業実施の協議・見直しを図りながら後期アクションプランに取
り組みます。
※後期基本計画は町ホームページからダウンロードされるか、企画財政課・公民館窓口で閲覧
　することができます。

・住民主体のまちづくり支援事業
・らくだカードポイント付与事業
・移住定住促進に向けた取組み
・移住検討に係るお試し暮らし支援
・大学との連携事業　など

・防災体制等強化事業
・防災備蓄等整備事業
・地域防災力向上事業
・消防団員確保対策事業
・犯罪防止対策事業　など

・生ごみ減量化補助事業
・不法投棄監視員パトロール
・合併浄化槽転換補助事業
・河川環境浄化対策　など

３．財産を活かすちから

・安全安心な道路管理
・行政区連携・ロードレンジャー事業
・乗合運行（エビアミー号）の運行
・住宅耐震事業の推進
・住宅環境の整備促進　など

１．地域と住民のちから

２．安全安心を支えるちから

７．良好な生活環境をつくるちから ８．生活基盤を向上させる  ちから

・御宿町生涯活躍のまちの推進
・御宿駅バリアフリー化の推進

・防災行政無線デジタル整備事業
・消防施設整備事業
・町道0108号線道路改良事業
・清掃センター大規模修繕事業
・堺川生活排水処理施設修繕事業
・道路インフラ長寿命化修繕事業
・公営住宅修繕事業
・公民館修繕事業
・社会体育施設（BG)修繕事業
・御宿小学校修繕事業（校舎・体育館）
・学校給食共同調理場整備事業
・御宿小・中学校施設整備事業
・庁舎管理事業
・岩和田児童館解体
・旧火葬場解体
・岩和田団地解体

生涯活躍のまちの推進、定住・移住施策
の推進

安全安心に暮らせるまち、 住民生活の基盤整備
重点施策１ 重点施策２



スペイン友好コンサートを開催
ソプラノとチェンバロで巡るスペイン・アンダルシアの旅

―スペインの風景・絵画と共に―

　公民館では、チェンバロ奏者の平井み帆さん
とソプラノ歌手の阿部早希子さんによるスペイ
ン友好コンサートを１月２８日（日）に開催し
ました。
　コンサートには、スペイン大使館文化参事官
などの関係者をはじめ、多くの方が来場されま
した。
　来場した方々は、スクリーンに映し出された
写真や絵画、歌詞などを楽しみながら、スペイ
ンの音楽に触れました。

▲多くの方が来場

株式会社伊藤園からこども園へ園庭遊具が寄贈されました
　株式会社伊藤園から、伊藤園レディスゴルフトーナメン
トのチャリティとして、おんじゅく認定こども園へ園庭遊
具（クライミング遊具）が寄贈されました。
　株式会社伊藤園では、大会運営を担うボランティアが購
入したウェア代金収入や、ギャラリーの入場料収入、一般
からの募金等を全額千葉県内の社会福祉事業等に寄附して
おり、その一環として今回御宿町に寄贈されました。

▲新しい遊具に子どもたちは大喜び

　

こ
の
た
び
、
２
月
１
日
付
け
で
月
の
沙
漠
記
念
館

の
館
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
石
井
京
廣
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
か

み
し
め
て
い
る
昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

館
長
と
し
て
、
何
が
今
で
き
る
の
か
を
見
極
め
、

教
職
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
特
色

あ
る
文
化
を
継
承
し
、
伝
統
文
化
の
保
存
の
た
め
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
いし

井
い

　京
きょうひろ

廣

略　　歴
●昭和48年～
　千葉県にて
　公立小学校教諭
●平成7年～
　夷隅郡市及び
　布施学校組合にて
　公立小学校教頭
●平成17年～
　長生郡及び
　いすみ市内にて
　公立小学校校長

月
の
沙
漠
記
念
館 

館
長
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▲村内散策　温泉街の中心にある大湯

第43回　海と山の子交流レポート
白い雪　融かすほどの　熱い友情　熱い絆

“海の子どもに山の生活を、雪国の子どもに太平洋の海辺の生活を”
　お互いの町村にない自然を交互に体験させたいとの願いで始まった「海と山の子交流」。その
交流が今年で４３回目を迎え、１月２４日（水）から２６日（金）の３日間、御宿中学校と野沢
温泉中学校の１年生による海と山の子交流会が長野県野沢温泉村で行われました。
　今年は、強烈な寒波により記録的な寒さとなりました。３日間通して雪が降り続き、生徒たち
は「まさにこれぞ…雪国！」を肌で感じることがで
きました。
　御宿中学校の生徒たちは、野沢温泉中学校の生徒
たちとの夏の交流以来半年ぶりの再会を喜びまし
た。歓迎式に始まり、野沢温泉中生徒の案内で温泉
街を散策したり、スキー教室などの交流を通して、
絆がまたひとつ深まりました。

　地域の方々に支えられて続く海と山の子交流事業
は、親子の間で共有できるほど長く続くものとなり
ました。一つひとつ結ばれてきたこれまでの絆を大
切にするとともに、今回参加した両校の生徒たちの
絆が、新たな友好の架け橋になってくれることを期
待します。

高山田区の神楽獅子を整備 ～宝くじ助成金の活用～
　高山田区では、財団法人自治総合センター
が宝くじの社会貢献広報事業として実施して
いる「コミュニティ助成事業」を利用して、
祭礼で使用する神楽獅子や太鼓の改修を行い
ました。

オータムジャンボ及びサマージャンボ等の
宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづ
くりや環境対策、高齢化対策など地域住民
の福祉向上のため使われます。

▲春日神社の祭礼で奉納する高山田神楽囃子
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挑
戦
を
応
援
す
る
取
り
組
み
、

始
ま
り
ま
す
。

▲透き通る海に豊かな緑、美味しい自然の幸に歴史も証明する人の良さ。東京
から１時間半で来られるとは贅沢すぎるまち。それでも若者の転出が続く。
このまちを盛り上げようと、町内外の有志が人と人とをつなげる御宿地域の
拠点“グッドネイバーズ”をキックオフしました。ここを拠点として、地域
おこし協力隊の活動を行っていきます。

空
き
家
空
き
地
を
挑
戦
の
場
へ

　

御
宿
町
内
に
あ
る
空
き
家
・

空
き
地
を
有
効
活
用
し
よ
う
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
不
動
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

本
来
土
地
や
家
は
次
の
世
代

も
し
く
は
後
継
者
へ
と
引
き
継

が
れ
る
も
の
で
し
た
。
人
口
減

少
や
過
疎
化
が
深
刻
な
中
で
、

現
代
的
な
お
金
を
価
値
基
準
と

し
た
不
動
産
取
引
に
終
始
す
る

の
で
は
な
く
、
遊
休
土
地
資
源

の
オ
ー
ナ
ー
を
「
こ
の
人
に
な

ら
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
人
に
つ
な
ぎ
挑
戦
の
場
と
し

て
活
用
す
る
取
り
組
み
で
す
。

町
内
外
の
力
を
結
集

　

内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師

（
※
）
の
松
村
拓
也
さ
ん
に
協

力
い
た
だ
き
起
業
創
業
相
談
を

実
施
し
な
が
ら
、町
内
の
経
営

者
や
御
宿
で
起
業
を
希
望
す
る

方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

※
地
域
活
性
化
伝
道
師
は
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
う
地
域
に
対
し
て
指

導
・
助
言
を
行
う
た
め
に
内

閣
府
か
ら
紹
介
さ
れ
る
、
地

域
お
こ
し
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
す
。

も
う
一
度
夢
を
見
よ
う

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、
御
宿
町
で
面
白
い

取
り
組
み
を
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
夢
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
観
光
客
も
人
口
も
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
素
敵
な
御
宿
を
ず
っ
と
残

し
て
い
く
た
め
に
前
を
向
い
た
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
ま
す
。
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
遊
休
土
地
資
源
等
の
情
報
や
、
夢

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
御
宿
地
域
の
拠
点
ま
で

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▲松村さんによる相談受付

▲御宿地域の拠点はヤックス御宿店
の前。原則１０時～１７時オープ
ン（木・金曜日定休）。時間が前
後する場合があるため、事前にご
確認ください。☎６４－６７４２

地域おこし協力隊
移住定住・空き家対策担当

富樫　泰良
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JR運賃の割引

身体又は療育手帳を所持し、第1種又は第2種の記載のある方
・第1種の方　障害者とその介助者1人
・第2種の方　障害者の方が単独利用の場合で片道100kmを超える場合　
　※駅窓口で手帳を提示して購入してください。

航空運賃の割引 身体又は療育手帳を所持し、第1種又は第2種の記載のある方
※割引率等が航空会社ごとに異なりますので各航空会社へお問い合わせください。

有料道路割引

身体又は療育手帳所持者。
障害者本人又は親族等が所有（第1種の方のみ）する自家用車で、有料道路を利用
した場合５０％以下の割引適用となります。（ETC可）
※事前に役場保健福祉課で登録し、原則２年毎に更新手続きが必要です。

自動車税等の減免
身体、療育、精神いずれかの手帳所持者本人又は生計同一者の所有する自動車１台。
障害者の方のために利用される自動車について、障害の部位や等級等、一定の条件
を満たす場合に自動車税、自動車取得税が減免となります。

所得税・住民税の
控除

身体、療育、精神いずれかの手帳所持者本人、若しくは手帳所持者の控除対象配偶
者又は扶養親族がいる場合、障害者控除が受けられます。

NHK放送受信料の
減免

身体、療育、精神いずれかの手帳所持者がいる非課税世帯は全額免除となります。
課税世帯でも、世帯主が放送受信契約者で、かつ重度障害者の場合は半額免除の対象
となります。
※役場保健福祉課で手続きが必要です。
※世帯状況や、課税状況等が変わり減免に該当しなくなったときはNHKへ連絡
　が必要です。（NHK千葉放送局☎０４３－２０３－０７００）

携帯電話料金の
割引

身体、療育、精神いずれかの手帳所持者。
割引率や適用要件が携帯電話事業者ごとに異なりますので、詳しくはご利用の携
帯電話事業者へお問い合わせください。

駐車禁止規制
適用除外

身体、療育、精神いずれかの手帳所持者が運転又は同乗する場合、駐車禁止規制の
対象から除外されます。障害の等級や部位により条件があります。
問い合わせ、申請先はいすみ警察署です。
（いすみ警察署　☎０４７０－６２－０１１０）

　平成２８年４月１日から「障害を理由とする差別の解消の推進
に関する法律（障害者差別解消法）」がスタートしました。この
法律では障害のある方への「不当な差別的取扱い」を禁止し、
「合理的配慮の提供」を求めています。
　このことにより、障害のある人もない人も、互いにその人らし
さを認め合いながら、ともに生きる社会をつくることを目指して
います。

障害をお持ちの方の各種減免制度について

　障害手帳（身体・療育・精神）をお持ちの方を対象とした様々な減免制度があります。
（障害の等級、部位、所得の状況によって、適用が限定される場合があります。）
　事前登録や添付書類を必要とする場合がありますので、役場保健福祉課福祉介護班（☎
６８－６７１６）または各会社等にお問い合わせください。

障害者差別解消法とは
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オール電化　御宿町

1 木
2 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

3 土 ●釣りキンメ祭り

4 日
5 月
6 火
7 水
8 木
9 金
10 土 ●リズム体操発表会

11 日
12 月

13 火 ●御宿中学校卒業式
●乳児相談　13:30～15:00　保健

14 水
15 木 ●布施小学校卒業式

16 金 ●御宿小学校卒業式
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

17 土

18 日 ●サンデーオープン　9:00～12:00
●町民清掃

19 月
20 火
21 水
22 木
23 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

24 土
25 日
26 月 ●認定こども園卒園式

27 火 ●つくしくらぶ　13:30～15:30　保健

28 水
29 木
30 金
31 土

タウンカレンダー　３月

保健：保健センター　公民：公民館　
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館
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